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あけましておめでとうございます。
久しぶりに新春号の寄稿いたします。
医療法人社団永生会 特別顧問・理事長補佐・在宅医療統括部長

　　中村 哲生（当会広報担当運営委員）

私　永生会グリーングラス南大沢クリニックにて事務長をしております。
コロナが始まって以来3年間、海外へ行く事もありませんでしたが昨年11月、3年ぶりにベトナムへ行ってまいりました。ベトナムはコロナなんてものともしない感じです。今まさに高度成長期、なんとなくベトナム全体がウキウキしている感じです。15年ほど前に行った時には夜7時を過ぎれば街は真っ暗、お店はどこも開いていない。空港から町までは砂利道を通り1時間半くらいかけてホテルまで行ったものですが、国際空港も新しくなり、空港から市内までの道も広くなり、あっと言う間にホテルに到着、いまやナイトクラブなどは当たり前という世界です。日本のバブル期そのものの感じで浮かれているな～という状況です。
さて今回はベトナムのタクシー事情についてお話しします。
以前からベトナムではタクシーのぼったくりが問題になっていました。お客さんとの喧嘩というシーンもよく見ます。遠回りは良く有りますが膝のところに隠しボタンをつけてメーターが早く回るように細工しているタクシーも居ます。
今、ベトナム人はほとんどタクシーには乗りません、タクシーを使っているのは観光客だけかもしれません。ベトナム人が使うのは白タクです。いわゆる素人のタクシーですが、白タクですから安いのです。さてこの白タクの仕組みが凄いのです。
白タクの人、白タクを使う人はまず携帯電話にGrab（グラブ）というアプリをダウンロードします。さてダウンロードをしましたら早速これで白タクを呼びましょう。
先ずは、自分はここですと、地図上の自分の場所をポチっとします。次は行き先を入力。
その次は車の大きさを選びます。小型、中型、大型、ワゴン車、ラグジュアリーなどの選択があります。ちなみにラグジュアリーのボタンを押しますとベンツやＢＭＷを呼ぶことができます。
さて、ここまで押すと希望の車がどこにいるかが地図上に出ます。その車が自分のところへと到着するまでの経路図が地図上に示され何分で到着するかがわかります。と同時に自分の行き先への道順と金額が提示されます。それで良ければ予約ボタンを押します。
するとアプリの時間の通りに白タクが到着するのです。ドライバーはＡＩが示した道しか通ることはできません。ＡＩが瞬時に一番早い道順を選定します。
白タクが到着しました。すると、ドライバーは荷物をトランクに入れてくれます。車はピカピカ、中も綺麗、たばこの匂いはしません。挨拶をします。そしてＡＩの道中通りに運んでくれます。運転は上手です。荒い運転もしません。普通のタクシーとは大違いなのに、価格は通常の６５％程度で安いです。
さて目的地に到着してＡＩが算出した金額を支払いました。
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僕はタクシーから降りて先ほどのアプリで白タクの評価をします。
星5つを付けました。★★★★★
この★が高い人はタクシー料金からの取り分が大きくなります。星の少ないドライバーさんはアプリ会社から貰える手数料が高くなります。
逆に★☆☆☆☆というように星が１つしかつかないドライバーさん、これが増えるとアプリから締め出されてしまい、その登録されていた車は白タク業界から追い出されてしまいます。白タク事業ができなくなってしまうのです。車を買ったばかりの人たちはローンを支払うために空き時間は白タクをしている人が多いです。空港などではタクシーのワゴン車よりも白タクのワゴン車の方がすぐに乗車することができます。車を予約する人が集まる場所には白タクが沢山待機しています。まさにタクシー界のウーバーイーツ（Uber Eats）です。
ベトナム滞在中おそらく20回以上この白タクを利用しました。そのすべてに星５つを付けました。本当に皆さん丁寧です。同じサイズの車で同じ場所まで依頼した場合でも料金が違う事があります。渋滞の時間や利用率の高い時間などは若干料金が高くなります。ＡＩが自動的に計算して金額を算出してくれます。ドライバーはＡＩの指定した通りの道しかいきません。こちらも乗車中に同じアプリをみていますのでＡＩの指定した通りの道を走っているかチェックする事ができます。
ちなみに国際空港から市内のホテルまでですが通常のタクシーですと50万バーツ（2500円くらい）ですが白タクですと30万バーツ（1500円くらい）になります。
ベトナム人がタクシーを使わないというのが判りますね。タクシー業界は衰退するでしょうね～
日本では法律で守られていますので白タクという文化は入らないでしょうが、普通のタクシーでもこんなアプリで評価できたり、道順が指定されたりという事が出来ると良いのですけどね～
今回はベトナムのＩＴ革新が凄いというお話でした。
さて私　中村哲生は現在世界最高齢の現役プロキックボクサーですが次回の試合は2023年4月23日　後楽園ホールになりそうです。
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Step 3:
Click on our service options, and select
GrabCar (6-Seater).




是非　応援にいらしてください。
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The oldest kickboxer
to make a professional debut (male)
is Tetsuo Nakamura
(Japan, b. 5 January 1965)
who was 55 years 266 days old
when he fought
Titans Neos 27 (Japan)
in a professional kickboxing match
in Bunkyo, Tokyo, Japan
on 27 September 2020
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追伸：プロキックボクサー最高齢プロデビューとしてギネスに認定されました。
高齢者共生の会は、ゆっくりと歩み始めました
　　　　　　　　　ヘルスケアマーケティング研究所 所長

鈴木　喜六（当会財務担当理事）

1.住民団体が団結して始めた地域での共生活動
新春号おなじみの(といっても、これで3回目)、「高齢者共生の会」からのご報告です。
私は、当会の第461回例会（2020年9月）において、「医療介護事業者は認知症対応で、どう役割を果たす？…住民団体が団結して挑む「認知症共生セミナー」の、熱き思いの中間報告…」と題して発題しました。これは、町田市の成瀬・成瀬台地区で、行政や医療機関ではなく複数の地域住民団体が協力して始めた、認知症や高齢者との共生事業のご紹介でした。
また、2021年新春号で、この活動の基盤となる互助へのこだわりについてご報告いたしました。2022年新春号では、①認知症などの研修活動　　②高齢者支援事業　③挨拶・声掛け運動　④医療介護情報の見える化　の4つの課題についての基本的な方向性をご報告しました。
そこで今回は、これらの課題の具体的な活動が開始されたことをご報告いたします。
2.動き始めた具体的な活動
1 認知症などの研修活動　
　次の3回を実施しました。但し、新型コロナ対策として、「100名規模ではなく40名規模に縮小」、「遠隔からの外部講師に代えて近隣または内部講師」、「研修時間を3時間から1.5時間へと縮小」しての実施でした。
第1回、6月9日木曜日、参加者40名
テーマ:認知症とはどんな病気
講師：A氏（高齢者支援センターケアマネージャー、社会福祉士）
第2回、7月14日木曜日、参加者39名
テーマ：認知症の方との付き合い方
1 悪い付き合い、良い付き合い（演出、B氏とＣ氏の寸劇）
2 経験談-その1、認知症の夫の介護（B氏）
3 経験談-その2、認知症の妻の介護（D氏）
第３回、９月６日火曜日、参加者50名（「申し込んでいないけれども参加できますか？」とおいでになれば、断れることもできないための定員超過です)。
テーマ：自分が認知症になったら：こわくない認知症について、理解を深めよう。
講師：E氏、アルツハイマー型認知症母の介護経験者、自称「認知症の初期患者」。
この研修会を取材した医療タイムス2022.9.16号では
「同会の活動を行政も高く評価し、福祉団体から助成もされている。その上で同会の願いは、活動の輪が広がることで高齢に悩む人たちの支援につながり、さみしさ・不安を軽減。地域の安心感を育みながら共生社会の実現に寄与していくことだ。この同会の【高齢者による高齢者のための高齢者の】活動は、2040年代まで続く日本社会の高齢化に光を差す1つのモデルとなりそうだ」と紹介されています。
この認知症講座は、今後も基本的な内容と応用的な内容を組み合わせて、実行していくつもりです。
2 高齢者支援事業
　この事業は幅広いのですが、当会としては見守り活動を中心とすることとしました。当会の会員は、自分で決めた地域を散歩しながら、「さりげなく見守り」をすることとなります。その過程で、早朝にも電気がついている、晴天の午後にも数日間雨戸が締まっているなどの不審があれば、高齢者支援センターに連絡をします。また「積極的に見守り」をするのは、あらかじめ住民からの依頼を受けて、戸別訪問などで異常がないかを確認するものです。どちらも重要な活動で、組み合わせて地域の状況を具体的に見ていきたいと思います。
	第3回セミナーはこんな感じでした。
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　地域の状況を把握するために、全戸宛てのアンケート調査を行いました。この地域の戸数は約4000戸ですが、自治会加盟率はおおむね半分です。つまり、自治会経由の接触では半数の住民が初めから対象外となります。そこで当会では、自治会加盟・非加盟を問わずに対象としています。このアンケートは分析中ですが、回答数(400弱)ではなく、その内容(地域での何らかの支援を求めている人々の切実なご意見)に、強く感銘を受けています。貴重な活動資料となることでしょう。
3 挨拶・声掛け運動
地域で共生していく基盤として、住民同士が挨拶や声掛けをしている

ことは重要な要素です。そのための活動として地域の小中学校と連携して挨拶運動を開始し、また子供たちに挨拶運動のポスターを描いてもらいました。このポスターは地域のスーパーマーケットに掲示したり、役員宅の前に掲示したりしています。子供たちが挨拶運動に関心を持ってもらう成果はあったと思われますが、地域団体として小中学校やそのPTAとの連携体制が整ったことは、大きな副次的効果でした。
今後の課題は、子供たちだけではなく当会の会員やそれ以外の住民の間に、見知らぬ人でもお互いに挨拶をする習慣を広めることです。これは、いざ実行するとなると、初めのうちは抵抗感があってスムーズに行きません。時間をかけて根気よく続けて行きたいと願っています。
4 その他の活動
★自治会との連携
　　　　自治会活動は、自治会加入者中心となりがちですが、私たちは全住民を対象として自治会との補完・連携の歩みを始めました。
★地域のお祭りへの参加
当会の広報と子供たちとの触れ合いのために、参加しました。

	子供たちのためのボールダーツゲームは大好評でした。
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★「住み開き」活動
　　住み開きとは、自宅の一部を開放し、地域交流の場などに活用するものです。現在は1か所ですが、順次拡大の予定です。 
★スマホ講習
　　市役所の支援を受けての講習会で、高齢者もスマホの活用が望まれるとの考えによります。
★トレーニング活動
　　30分程度の筋肉トレーニングを一緒に行います。
★広報活動
　　広報誌の配布、ホームページの公開を行っています。
3.当面の課題
①積極的会員の増強
活動範囲が急拡大し、限られた役員の献身的な努力がそれを支えていますが、より広い範囲で会員を増強する必要を感じています。高齢者を支える人であり、同時に支えてもらう人として、「共生」にはどちらも欠かせません。
②セミ・リタイヤ住民の参加
　65歳程度のサラリーマンＯＢの方に積極的にご参加いただき、それまでのスキルとノウハウを活用しての活躍を実現したいと思います。
③収支活動の安定性
　現在は、公益財団などからの助成金を頂いていますが、自分で稼ぐことも含めて収支面の安定性を模索しています。せいぜい年間50万円足らずなのですがね。
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　前回も申し上げましたが、この会は、専門的な知識も経験もなく、行政の方向性も良くわからない地域のおじさん・おばさん(おじいさん・おばあさん？)の集まりです。私たちが住んでいるこの地域を、私たちでよりよくしたいとの思いで集まった仲間です。
仲間との話し合いを大切にして自分たちで選んだ道をこれからも進んでいきたいと思います。いうならば「これからの地域高齢者福祉を実践する会」です、どうぞ応援してください。それでは、来年のこのページでまたお会いしましょう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
会社的孤立者を生まない関わり方
医療法人社団アルペン会　企画管理本部 管理部 医事グループ主任

佐治　直（当会法人会員）
◎はじめに
　昨年は久々に例会にて登壇させていただき、お世話になった事務局の皆さんともお話しする機会をいただけました。実践する会の皆さんと交流するようになって干支一回り。そう考えると人生はあっという間。8月にはコロナ感染、その後心身の不良や老化を体感しており、コロナ禍で忙殺だなんて言っている場合じゃないと改めて思った次第です。
◎さだまさしのトークに想う
　私のコラムに毎年のように登場しているわが父。いよいよ今月喜寿を迎えますが、昨年は例年にもまして仕事に精を出しておりました。「人生120年現役」を掲げたものだから、それはイキイキと働いております。昼夜問わずデスクについている姿はいささか心配になりますが、目標を持ち、主体的に仕事に取り組んでいれば心身を害することはないのでしょうね。
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　むしろ父に振り回されている母の方が心配になりますが、母が熱狂的なファンであるさだまさしの音楽やトークで気晴らしをしているようです。最近は私も気に入って、今回の帰省の際も道中、車内でさだトークに勤しんでおりました。「セイ！ヤング」という80年代の番組を抜粋収録し、その内容をさださんが現代の情勢に照らし合わせてコメントするという、2010年頃のCD。軽快なトークからテーマがガラリと変わった。「命について」。深夜のラジオ番組内で取り上げられた、横浜浮浪者襲撃殺人事件（1983年）に対するあるリスナーからのハガキがきっかけで様々なリスナーとの議論が白熱し、命の重さについて真剣に考えたという内容でした。
　自分の命は自分で守らなくてはいけない時代になったという80年代。しかし今（2010年頃）は自殺者が3万人を超え、自分の命すら自分で守ることができない時代になってきている。そして最後にさださんはこのように締めていました。「もしも人間の命を救うことができるとすれば、

それは人間の心しかない。」
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◎技術の進歩に追いつかない心のケア
　自宅に戻った翌朝、気になって調べたのは自殺者と交通事故死亡者数の30年推移。比較対象にするものではありませんが、グラフにしてみました。
統計　交通事故死亡者数：内閣府　自殺者数：警察庁　各Webサイトより
　交通事故死亡者数は30年前と比べて4分の1に激減していますが、自殺者数はピークほどではないにせよ、30年前とほぼ横ばい。もちろん、自殺の理由は様々ですが、バブル崩壊後の経済成長がほぼ横ばいであることが示すように、仕事や経済的な要因と、健康や生活、家庭問題などと複合的な背景や原因が絡んでいるのではないでしょうか。このことは、技術の進歩や革新に人の心、そして心のケアが追いついていないと端的に示しているのだと読み取りました。
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◎職場の心理的安全性を高めよう
　2010年代はIT化が一層進み、SNSの多様化が進んだことで情報発信・収集も個人でできる時代となりました。そして2020年にDX社会に突入したと言われ、コロナ禍もあいまって医療福祉の世界にもDXの波が押し寄せてきました。利便性が向上する一方で、私たち医療福祉人の働き方も大きく、急速に変わるでしょう。この業界は資格職集団であるがゆえに、専門知識や技術、経験が重んじられてきましたが、これからは人と向き合う以上に機器と関わる時間が増え、安全管理を求められるようになり、効率的になればなるほど、人対人のサービス品質を問われることになるのではないでしょうか。
　短いスパンで変化を求められ、受動的に仕事をしていれば、心身が疲弊してしまうのも無理ありません。近年「心理的安全性」というフレーズをよく耳にするようになったのは、上記のような環境変化から、社会的ならぬ「会社的孤立」に陥る人が続出していることも一因でしょう。
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　SNSで気軽に想いや感情を発信できるようになりましたが、一方でそれを目にした赤の他人が反論したり、叩いて来たりと、しんどい想いをしてしまうこともあります。しかし、悪いことばかりではありません。共感の声が集まったり、クラウドファンディングなどのように、想いに対する賛同者が集まったりする場合もあります。実社会＝職場においては、心理的安全性が担保された環境づくりに努め、自分やチームに対する賛同者を増やしていくことが、結果としてDX化が進み、働きやすい職場になっていくのではないのでしょうか。言い方を変えると、変革が進む今こそ業界にとっての本質である、対「人」サポートに力を入れるべきではないでしょうか。職員に対し、頑張ってくれている現状に感謝し、不安に耳を傾け、建設的な関わり方をしていきたいと思った次第です。
　
◎さいごに
　多くの人が居酒屋で「とりあえずビール」と注文するように、地域社会においても、発生した困りごとに対して「とりあえず“さじ”」と声をかけてもらえるような、周囲に心理的安全性をもたらせるよう挑戦し続けたいと思います。今年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

入会にあたって
ＫＤＳ労務管理事務所　代表

特定社会保険労務士・認定登録医業経営コンサルタント
　　秋元　譲（当会個人会員）

皆様、初めまして。昨年12月例会に参加させて頂きまして、この度入会させて頂きたした、特定社会保険労務士・認定登録医業経営コンサルタントの秋元と申します。

本業は社労士として顧問先の病院・クリニックの労務管理支援をしながら、茨城県医療勤務環境改善支援センターのアドバイザーとして医師の働き方改革の支援をさせて頂くと共に、日本医師会医療機関勤務環境評価センターの労務管理サーベイヤーとして、来るべき2024年度に始まる医師の働き方改革に向けた労働時間短縮計画の評価業務も行っております。

昨今では宿日直許可の相談が爆発的に増えており、多くの病院を巡回しておりますが、病院の労務管理の課題、それだけではないと思いました。36協定をはじめとした各種法定書類が未届・規程類の未整備をはじめ、離職・採用難、ハラスメントの問題、時代に合わない人事制度の問題等、様々な課題があります。センター業務として病院を訪問して伺うのは「顧問社労士はいるのか？」という質問です。「今はいないが事務部門だけで人事労務の課題に対応できなくなってきたので探している」「給与計算等アウトソース的な委託に留まり十分に活用できていない」等の答えを頂きます。

顧問先として訪問する様になった医療機関に毎月訪問、ズームで打ち合わせをしていると毎月バラエティに富んだ様々な課題が発生します。
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来年度は診療報酬・介護報酬の同時改定となりますが、働き方改革や処遇の改善に関する評価がますます高まっています。自院では外部の専門家を十分に活用できているか、再度見直して頂き、活用ができていなければ、自院の課題を余す所なくぶつけて頂きたいと思います。

今後は人の問題が益々大きな経営課題になっていくでしょう。会員として、少しでも皆様のお役に立てればと思っております。

今後とも宜しくお願い致します。

秋元 譲　info@akimoto-sr.com
昔から「オーディオ」が大好きだった
公益社団法人日本医業経営コンサルタント協会 東京都支部

認定登録 医業経営コンサルタント

東京都医療勤務環境改善支援センター 医業経営アドバイザー

　　外山　和也（当会理事）

小さいころ、家にはラジオをばらした後の真空管やスピーカーがごろごろしていた。小学生のころから、父親と秋葉原へよく行った。と言っても、そのころの秋葉原は「アイドルの聖地」ではなく、「電気の街」だった。誤解なく（笑）。
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「オーディオ」好きは、そんな幼少期の体験が刷り込まれたからなのだと思う。病院勤務時代は、ほぼセブン＝イレブンならぬセブン＝ナインの勤務で、家に帰れば風呂・飯・ビールでバタンキューだったので、「オーディオ」はしばらく封印状態に近かったが、2021年6月に病院を定年退職し、少しは自分の時間が持てるようになり、「オーディオ」熱が再燃したようだ。ただし、財布と相談しつつだけれども。
◇ミュージックバード
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退職して最初にしたことは、ミュージックバード（ハイレゾに迫る24bit超高音質衛星音楽放送）との契約。以前から興味はあったが、サラリーマンでは契約してもあまり聴く時間がないのであきらめていたが、
定年退職したら始めようとずっと思っていた。念願がかなってやっと契約。すでに、いい音で音楽を聴こうとするリスナー自体がマイノリティで、内心いつまでこの放送が続くのかヒヤヒヤでは、ある。
◇CD
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音楽ソフト種類別生産金額推移

（単位：百万円）

日本レコード協会のデータをもとに

筆者作成

CD アナログレコード

1982年10月1日発売開始。昨年（2022年）発売40周年を迎えた。アナログレコードの時代も知っているが、我がオーディオ遍歴の大半はCDと共にある。
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CD黎明期のことは今でもよく覚えている。オーディオファンにとってはまさに革命。何しろ音の劣化はなく、ディスクには非接触で光学的に信号を取り出すというのだから、驚きであった。国産第1号プレーヤーはソニーと日立から発売された。CDの開発は、オランダのフィリップスとソニーである。何としてもソニー製CDプレーヤーが欲しかったが、市場には全くなく、秋葉原の店を何件か探してやっと、日立製のプレーヤーを買ったことを覚えている。ソニーが168,000円だったのに対して、日立製は189,000円した。
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さて、プレーヤーを買ったはいいが、自分が欲しかったソフトは店頭になく、手に入らない。ソフトが無ければCDプレーヤーはただの箱なので、なんでもいいから、店頭にあるCDを買った。CDソフトは日本では最初にソニーグループと日本コロンビアが発売したのだが、最初に買ったのは、バーブラ・ストライザンドの[image: image29.jpg]ELnron
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「ギルティ」とウェザー・リポートの「ナイト・パッセージ」だったように記憶している。CDプレーヤーの購入はもう少し様子をみてからと思っていても、初めてお目にかかるCDソフトだけは、先に買っておこう

という向きが多かったのだと記憶している。
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◇温故知新
最近は最新技術によって、かつての名盤が蘇っている。東西冷戦時代に東独で録音された、大好きなスウィトナー指揮のシュターツカペレ・ベルリンのベートーヴェンは2022年にSACDハイブリッドで

蘇った。同じ、スウィト

ナーが指揮したシュターツカペレ・ドレスデンとのモーツアルトも昨年SACDシングルレイヤーで蘇った。J-POPでも、2021年には大瀧詠一の「A LONG VACATION 」は40th Anniversary Editionとして新たにマスタリングを施してSACDシングルレイヤーで発売された。松任谷由美は2022年デビュー50周年記念の年に「ユーミン万歳！」を発表。ハイレゾではなく通常CDで聴いているが、リマスターが施された音のクオリティはすばらしい。オールドファンには、なんともうれしいギフトが目白押しのこの頃だ。これだからオーディオは止められない。
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◇ずっと一緒さ
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KT-9900、トリオ（現JVC ケンウッド）のFM専用チューナー。 50年を超えて我が家でいまだ現役。奇跡的。９連バリコンは芸術品。見てのとおりの堂々たる面構え。発売はなんと1976年。中古で買ったが定価は20万円もした。ペアとなるプリメインアンプKA-9900も持っていたが、とっくにリタイヤ。最近は電源を入れてしばらく安定するまでに、ブッチと音がするようになった。余裕が出てきたら直そうと思うが、修理代は福澤諭吉さんが10枚では足りないかも。
◇日本のオーディオ・メーカー考
アナログレコード復権とはいうものの、グラフをこんなに縦に伸ばしても、アナログレコードの復権を読み取ることは出来ない。逆にCDの終焉と言われて久しいけれども、2020年の生産金額はCD発売前のアナログレコード程度はあり、日本ではまだまだ戦えそうな気がする。
先日、最近ソニーのCDプレーヤーの新製品を見ていないような気がして、よもやと思いソニーのピュアオーディオのカタログを見てぶっ飛んだ。カタログからピュアオーディオCDプレーヤーが消えているのだ。ソニーはCD開発メーカーである。グループ傘下のソニーミュージックはCDソフトをリリースし続けているのに、である。企業の方針と言えばそれまでだが、とても寂しい。かつてアップルのiPodに惨敗した苦い経験を繰り返したくないが故の、早期の方向転換なのか？
逆にDENONブランドを展開する日本コロンビアは、今月（2023.1）発売のCD/SACDプレーヤー（DCD-1700NE）を、廃番、つまり後継機種は作られなかった可能性もあったという。以下メーカーの開発秘話を引用する。
「世界的に音楽の“パッケージメディアから配信へ”という市場の変化が起こり、CD/SACDプレーヤーの需要が減少しているため。一方で、日本ではジャケットも含めてアート作品としてCD/SACDソフトを所有したいというニーズが根強い。

開発したオーディオ機器は日本だけでなく世界市場でも販売するため、「日本だけでニーズがある」という状況では新製品の開発が難しい。そこで、日本のオーディオファンのディスクメディアへの想い、所有する喜びなどを粘り強く訴えることで、製品化にゴーサインが出た」のだそうだ。
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個人的には日本コロンビアの判断を支持したい。現に山下達郎はいまだネット配信をしておらず、CDプレーヤーが消滅してしまうと、「クリスマスイブ」は聴けなくなってしまう。
せっかく40年続いたCDカルチャーの灯を、いとも簡単には消してほしくないと切に思う。

◇おまけ
「ステレオ時代」という雑誌がある。そのコンセプトは、「日本のオーディオが一番輝いていたあの頃にタイムスリップ！」オールドマニアにはたまらない一冊なのだ。
どのような事情かはわからないが、21号を持って編集長が出版元のネコ・パブリシングを退職し、編集長は移籍する形で、この22号からは新しい出版元から発行されている。書店流通を離れての販売は大変だと思うけれど、がんばれ「ステレオ時代」フェイズ2。（でも今は、書店流通が出来なくても、本は売れるんです）
福祉にも医療にも関係ない好き勝手なことを長々書いてしまいましたが、好きなことをする時間も大切だと実感しています。
好きなことをしつつ「医師（福祉と医療）の働き方改革」実現のために、今年も頑張ります。

同道（オーディオ道）をひた走っている方、この道に入ろうとしている方がいらしたら、是非ご連絡ください。「これからのオーディオを実践する会」を発足しましょう。

2023.1.17.

激変時代を乗り切る組織の条件「変わる」力
自律進化組織研究所 代表　　三好　章樹（当会広報担当運営委員）
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　いま、時代の潮流が大きく変わっていることは誰もが感じているでしょう。
自律進化組織研究所・三好章樹と申します（と言われても、「そんじょそこいら研究所の馬野骨夫」です、と聞くのと大して変わらないでしょう）。そこで、今回は自己紹介もかねて、人と組織のマネジメントの観点から医療福祉業界の状況について、寄稿させていただきます。
【組織開発コンサルタントの活動】
普段、「職員を明るく元気にして組織の生産性を上げる」ことを主題としている組織開発コンサルタントをしております。こんにちの企業組織は、時代が変わってしまったことに気づいていないので、マネジメント上の問題が山積しており、その症状の一つとして離職が多い状態です。わたしの支援ではまさにそのカギをお伝えするので、まもなく「辞めたい」という声がぱったりとなくなります。さらに、「ああしたい」「こうしたい」という前向きな意見が飛び交うようになります。これが自律進化組織づくりです。
【時代は変わった！】
さて、時代はどう変わったのか？
昭和の時代は、高度経済成長に支えられて終身雇用が当り前でした。製造国家で、作れば作っただけ売れるので、日本中が工場であり社員は軍隊のような文化でした。もちろん現場には、今以上のハラスメントが横行していましたが、それが責められるのではなく、社員にそんなことにめげない「理不尽耐性」があることが美徳という時代でした。「富士山麓の地獄の猛特訓」という社員研修があったこともご記憶にあるでしょう。
そんな理不尽耐性を美化した象徴は、みなさんもご存知AKO47（兵庫県のご当地ユニットで全員江戸時代の消防士のユニフォーム…、そう、赤穂浪士）です。赤穂浪士・忠臣蔵のドラマが昭和の時代には盛んに作られましたが、平成に激減し、2012年を最後に、令和には綺麗に絶滅していることで時代が見えるでしょう(三好調べ)。
【病むくらいならその前に辞めるのが普通の時代】
いまは、理不尽に耐えるどころか、対話のテーブルにつかない自由が保証されている世界からやってきた世代が職場に来るのです。指導しようとしても「今日は結構です〜」と断ることに抵抗がない者もいます。
もはや、山本五十六の「やって見せ、言って聞かせてさせてみせ、褒めてやらねば人は動かじ」は通用しません。「やって見せるから見ていなさい」と言うと、「いまですか？」「なんでマニュアルがないんですか？」と悪気もなく言う、という調子です。実際、世の中には引きこもって40年という例もあるくらいですから、出社してテーブルについてくれるだけでもありがたいのかも知れません。
そんな人たちに、昭和の時代のように、競争させ、成績優秀者を表彰したり、評価しても、大して喜ばれません。終身雇用が前提の当時は、会社での出世がほぼ人生の成功だったので、競争させられれば張り切り、表彰されるのは光栄なことだったのです。いまや「勤務先の方がいつまで保つのかわからない」時代なので、社員は、「競争する気はない」「表彰されても嬉しくない」といったところでしょう。
【時代の変化についてこれていないマネジメント】
このように、完全に時代が変わったのに、経営者・管理職・コンサルタントが多く、マネジメントについても古い理論や手法が横行しているということです。その結果、さまざまな施策が形骸化しているのを、みなさんも目にしているのではないでしょうか？
たとえば、「人事評価」は、本来、スタッフのやる気を引き出してパフォーマンスを上げることが目的なはずですが、どこの職場でも、評価面談を終えた部下が、げっそりと死んだ目になって部屋から出てくるのを見かけます。上司が、「きっちり指導しなければ」と昭和の感覚でいるからでしょう。部下が目を輝かせて出てこない面談は害しかありません。すぐやめた方が良いでしょう。
また、新入職員には当り前のように研修を受けさせていますが、職員が「頼んでもいないのに受講させられた」と感じることもあり、勤務先に感謝もしません。なければ、教わったことを現場でも活かさないので費用と時間と労力の無駄となります。これを、入職の3〜6ヶ月後に、希望者だけが研修を受けさせてもらえるようにしておけば、活きた研修になります。
同様に、昨今はやりの1on1ミーティングも、多くの職場でうまくいっていないという声を聞きます。部下が面談を申し出た時だけ上司が応じるのが原則なのですが、実際には申し出にくいため、定期的に行なう決まりにしてしまう職場が多いようです。その途端、部下がやらされ感を抱くので、硬直した面談になってしまう、ということです。
どんなに評判の良い理論や施策を導入しても、職員の心を第一に考えなければ、組織が元気にならず、生産性も上がりません。と、多くの経営者・管理職はわかっているにもかかわらず、切り替えることができていない、それが令和のマネジメントの現場です。
経営者・管理職およびわたしたちコンサルタントも、常識という言葉を捨てなければいけない時代になったのです。
【「多様性の時代」とは言うけれど・・・】
そもそも、常識は人それぞれで、「他人と自分は違うのが当り前」です。
そういえば、年末、お茶の水のスターバックスでパソコンを開いて作業をしていたら、若い男女数人が「おはよー」「おはよー」と言いながら入ってきて、何ペチーノかわからないやつをチューチューしながら座るなり、「俺さ、耳と生殖器、捨てるわ」「えー、あたしもー」という会話。
どんな凄惨な事態なのか？　なのになんでそんなに爽やかなのか？　と考えても、皆目見当がつかず、パソコンに目をやりながらも「怖いなー怖いなー、やだなーやだなー(稲川淳二風でお願いします)」と思っていたのですが、しかし、考えてみれば、お茶の水(日本でおそらく最も医学部が密集しているエリア)の、12月(テスト期間中)であれば、こんな会話もあり得ることだと、みなさんもお察しになったでしょう。
【「ジョーシキ」の存在しない時代】
「常識」はない時代。では、どうすれば良いか？
もう押し付ける時代は終わりました。となれば、逆に、部下の知恵と力を最大限引き出すことに徹することです。昭和の時代は、外部環境は順境で、業務の方法も起こる問題も、その対象方法も、だいたい判っていました。答えは部内にあったので、リーダーは慌てる必要がありませんでした。なので「驚いていてリーダーが務まるか？」という文化でした。
一方、いまは激変の時代で、何が起こるかも、その対処の方法も、誰にも判らないということが珍しくありません。なので、リーダーは日頃から、部下の持っている意見や知識、技能を引き出せていなければなりません。すると「よく知っていたね！」「よく気づいたね！」「よく思いつくね！」という驚きがあるはずです。したがって「驚いていなくてリーダーが務まるか？」という文化になっていなければなりません。もし、みなさんの現場のリーダーが日ごろ驚いていないならば、それは、まったく部下の知見を引き出せていない証拠です（日本しょっちゅう驚くリーダー協会理事）。
【新しいマネジメントとは・・・】
このように考えれば、これからの時代は、経営者・管理職は「管理」をやめた方が良いでしょう。みなさんも「管理される」と感じて、やる気が出ることはないでしょう。それは部下も同じです。「教育される」も「評価される」も上から押し付けられる圧力を感じるので、「そんな組織や上司に心から応えたい」というモチベーションは湧いてこないのです。
まずは、「管理職」という言葉を廃止して「ファシリテーター」のような(よく判らないけれど)鬱陶しくない名称にした方がよいのではないか、と思います。
そして、リーダーは、できるだけ部下を操縦しようとしないことです。昭和の時代は、リーダーは「自分が部下を育てて動かすのが任務だ」と考えていたでしょう。しかし、リーダーがそうすることが、部下への押し付けとなり、関係性も悪くなります。
【リーダーは窓を開けろ！】
一般に、リーダーは、屋外の厳しい寒さから部下を守り、屋外の寒さが厳しいことを自分が部下に伝えようとしがちです。しかし、まったく寒くない部下は「寒さに備えろ」と必要性を感じていないことを命令されるので、反発し、上司との関係性も悪くなります。なので、これからのリーダーは、過保護なことはせず、思い切ってカーテンを開けて外の猛吹雪を見せ、窓を開けて身を刺すような外気を部屋に入れた方が良いのです。部下は一瞬で状況を理解し、できることを積極的にやり始めます。もちろん、リーダーとの関係は悪くなることはありません。むしろ、リーダーはそれを求めに応じて応援してやれば感謝されるだけです。
端的に言えば、これからの時代は「リーダーは窓を開けろ」です。わたし自身、常に心がけています（窓の開け方技能検定準1級）。そのことに気づいていないリーダーも多ければ、「窓を開けるだけでいいんだよ」と言ってあげているトップも稀です。
【目まぐるしく自分自身もが変わらなければならない時代】
ともあれ、常識の存在しない世界になりました。
2019年には「満員電車で通勤するのが嫌」「甘ったれたことを言うな人として問題だ」という文化でしたが、いまなら「もっとリモート化できる部分がないか」が当り前になっています。
2020年には「コロナで集まれない。セミナーは上がったりだ」という風潮でしたが、いまなら「リモートなら全国から集客できる。海外から講演をしてもらえる。参加者が増えないはずがない」と180度変化しました。
職場においても、会議で「現場の状況がわからないと判断のしようがない。もっとデータを揃えて来月また話そう」というのも珍しくなかったのが、いまなら会議が始まるとすぐ「いま現地に行っている職員とスマホのFacetime(テレビ電話)で繋がっていて実況中継してくれるので、みなさんで、プロジェクターで観て、この時間中に決裁してしまいましょう」ということも可能です。
【医療福祉業界のマネジメントに新時代の幕開け】
世の中全体も、医療福祉業界も、これからますます変化が加速し、激動の時代となることでしょう。どちらの医療機関・福祉施設も、組織全体を動かして、荒波を乗り越えてゆかなければならないでしょう。変化を嫌う現場からは反発が起こりそうで気が重いと言う方もあるでしょう。しかし、そのままでは、みんなで硬直したまま沈没してしまいます。
1日も早く、俊敏で柔軟で強靭な組織体質づくりを開始されることをお勧めします。これからの福祉と医療を実践する会においても、人と組織の側面からみなさんにとって有用な援護射撃に力を尽くして参りたいと思います。
本年とも、どうぞよろしくお願い申し上げます。
2023年1月
天野さんのこと
えくせるぷらん　セミナー・イベントプランナー
　　伊藤　幸彦（当会事務局）
　高齢者の朝は早い。早ければ４時前、遅くとも５時半にはベッドを抜けてトイレにも寄らず、隣室＝パソコンのある部屋の、大きなガラス戸からベランダ。椅子と灰皿。激しく咳きこみながら鼻水ダラダラ、正岡子規ばりの痰、時には嘔吐……。新春号の書き出しにこんな尾籠なことを書くか。

　家内や婦長（宮本壽子さん＝当会理事）は「バッカじゃないの？」と。バカじゃないかと言われれば確かにバカだが、それよりなにより中毒ですから、残念！　それも４７年にわたる中毒だもの。

　天野さんに食道がんと大腸がんが見つかって、天野さんはタバコをやめた。「天野のパイプ」「パイプの天野」がタバコをやめた。それから、である。「Ｂさん、タバコは絶対にやめろ」と天野さんから矢のような愛ある指導。言うことを聞かないでいると今度は、別の人の口を借りて「Ｂにタバコをやめるように言って」と……何人から愛ある指導を受けたことか。

　で、すこし話を戻して大きなガラス戸、の内側に「あまのさんのとけい」が立てかけてある。シチズンの大きめのソーラー電波掛け時計。ずいぶん前に天野さんのおかあさんのお葬式の香典返しとしていただいたカタログギフトからチョイスしたものだ。

　天野さんのおかあさんは、当時、川口におひとりでお住まいで、すこし認知症があった。ある日、ひとりで出かけたようで、天野さんは行方不明として警察に届け、自費でおかあさんの顔写真入りで「この人を見かけませんでしたか」のビラやポスターを作って駅前などで配った。遠く、わがまち西東京市の交番にまで貼ってあったから、相当の刷り部数だったのだろう。

　残念なことに何日か、何ヶ月か後に、荒川の河川敷で突っ伏して亡くなられていたことが分かったのだが、この連絡が警察から天野さんに入るまでもかなり遅く、天野さんが憤っていたのを覚えている。

　このソーラー電波時計は壊れている。のだけど、天気のいい日にソーラーパネル部分に強めの太陽光が当たると、さすがに電波時計、秒までしっかり、正しく刻み始める。暗くなるとまた止まるが、あまのさんのとけい、蓄電部分がイカレているんだろう。だから、禁煙するまでは毎朝、時計に目をやるたびに天野さんを思い出すのだ。

　わたしが初めて天野さんと会ったのは……わたしは１９９３年の１月から実践する会の事務局を務めている。当時は、一応の決まりとして、福祉医療機関以外で当会会員になれるのは一業種から一社というシバリがあって、卸業からは東邦薬品さんがいて東邦薬品から指名された当会幹事が梅さん（梅硲薫氏）だった。ある日突然に梅さんが「私の異動で幹事を交代することに」と。「私の何倍も優秀な男です」と。

　天野さんだった。たぶん１９９５～９６年あたりだったと思う。当時、金原会長（二代目＝故人・俊次氏）だけは若かったが、副会長に髙橋陽氏、田中熈氏（後の三代目当会会長）、伊藤Ａさん（故人・昭氏）、監事に関理事長（瑛一氏）、そして岡田玲一郎所長、等々、と大物ぞろいの中で、時として一歩も引かない天野さんは頼もしい兄貴分であった。

　全国あちこちでの地方例会ではほとんど同部屋だったし、近年では戸山サンライズでも布団は隣だった。天野のイビキと伊藤のハギシリは山根現監事（伸吾氏）はじめ多くからの批判を浴びた。

　毎月の例会では休憩時間に出すジュース類を、近所のコンビニに、下っ端ということで天野さんと伊藤が買い出しに行った。水道橋のＹＭＣＡでの例会の際など１００本もの買い出しをしたこともあったし、あまりの暑さに「一本だけ」と二人で缶ビールを飲んだこともあった。

　テーノーミジュクダイガク、と時折言っていたが、天野さんは獨協高校から慶應義塾大学商学部の卒、ヨット部のＯＢ。大学入学のお祝いにおとうさんから真っ赤なスポーツカーを買ってもらった、というから相当なボンボンだったのだろう。ヨット部を出てヤマハ発動機に就職。クルーザーなどの営業で加山雄三さんと揉めたことがあって、ときの上司が収めてくれたことも聞いた。その後、北東北の太平洋岸で漁船を売っていた時代もあって、多くの知り合いが３・１１で亡くなり弔問行脚されたこともあった。それから仙台や東京の大病院で事務長をされ、そのころの反社との武勇伝も何回か聞かされた。で、東邦薬品に中途入社し、すぐに部長さんだったみたい。

　天野さんのおとうさんの葬式にも喜六さん（鈴木当会財務担当理事）と行ったが、天野さんの実家は新宿から高速バスに乗ると、終点の富士急ハイランドのひとつ手前のバス停。天野家は、そのあたり（吉田村？）の大地主さんらしく「静岡側からの富士山はイビツ。富士山は山梨県にかぎる」といつも天野さんは威張っていた。たしかに……そうなのかな。

　昔の実践する会は、月例会を終えて懇親会（いまの情報交換会）も終えると漏れなく高田馬場の『一合目』に流れての二次会。みんな若くてバカ騒ぎしていて、あるときわたしが「あさって（ラグビーの）早慶戦だね」って言うと天野さん「あっＢさん間違えた！　早慶戦じゃなくて慶早戦だから！」といつも以上の大声で言う。馬場といえば早稲田の巣窟。ましてや一合目には早稲田体育会を統括する大物もたくさん。このひと、だいじょうぶかな、とちょっと思った。

　加山雄三さんと言えば、加山さんも当時の金原会長も慶應ＯＢ。金原会長は慶應バドミントン部監督で美声、プロ級に歌がうまい。当時、♪海、その愛♪ が実践する会の会歌で、金原会長が５２歳という若さで亡くなられた葬式でも天野さんのリードで、「海、その愛」を参列の当会会員２０名ほどで大合唱してお見送りした。

　大事なことを書いておこうと思う。２００９年だったと思うが、当時の廣江研会長（四代目）からの命で当会の法人化に向けて動くことになる。その後、つまらない、と書いたら叱られるだろうが、些細なことで廣江会長が会長を辞し、別の「組閣」で法人化を果たすことになる。記録によれば、２０１０年の３月３０日に一般社団法人これからの福祉と医療を実践する会、は設立・誕生した。

　その３月３０日、王子駅前の王子公証役場にて

「平成２２年登記簿第００６３号　　　本定款の設立時社員　天野　武城、同　鈴木　喜六　及び同　伊藤　幸彦　は、本公証人の面前で、それぞれの記名押印を自認する旨陳述した。　　　よって、認証する。

　平成２２年　３月３０日

　東京都北区王子１丁目１４番１号

　　東京法務局所属

　　　公証人　　下 圷 眞 史　　　　　」とある。
　この直後に知ったのだが、この公証人の下圷眞史さんは当時、日本経済新聞に連載を持たれていた著名な方だった。この公証役場から３人で東京法務局北出張所に向かい、登記申請を終えた。

　やれやれ、とホッとした３人は歩いて王子駅まで戻り、飛鳥山公園までは向かわず、王子駅そばの石神井川の渓谷で花見を。それからまた王子駅前に戻り、こんどは真昼間から大にぎわいの居酒屋で、喜六さんの奢りで酒盛り。実においしい、記憶に残る酒呑みだった。

　登記申請直後の現在事項全部証明書、役員に関する事項にこうある。「代表理事　天野武城　　理事　天野武城　　理事　鈴木喜六　　理事　伊藤幸彦　　監事　山根伸吾」

　後日談だが笑い話をひとつ。この年の６月だったと思うが、王子税務署から電話があり「３月３０日と３１日の確定申告書が出されていませんが……」と。「いえいえ、なんにもしていませんので勘弁してください」と事なきを得たのだが。これは３人して「どうせ補正が入るだろうから年度はまたぐよね」という間違った読みだった。どう補正が入ろうが、登記完了するのは登記申請の日時となる。　

大事なことだから最後にもういちど書いておく。一般社団法人これからの福祉と医療を実践する会の初代理事長（＝代表理事）は天野武城。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上

撮影・提供　　佐治 直
とやま安心介護ネットワーク（TAKN）のZOOMミーティングのゲストとして、鎌田實先生とともにさださんがトークに加わってくださいました！（2020年7月）





� EMBED Excel.Chart.8 \s ���





ミュージックバード専用チューナー


CBSソニー　1982.10初回発売CD








CBSソニー　1982.10初回発売CD





日本コロンビア1982.10


初回発売CD








上段：1982.10発売のCD


下段：2022.6発売のSACDハイブリット








� EMBED Excel.Chart.8 \s ���








_1735126168.xls
Graph1

		1990年		1990年

		1995年		1995年

		2000年		2000年

		2005年		2005年

		2010年		2010年

		2015年		2015年

		2020年		2020年



交通事故死亡者数

自殺者数

死因別年次推移

11227

20088

10684

21420

9073

30251

6937

32552

4948

31690

4117

24025

2839

21081



Sheet1

				交通事故死亡者数 コウツウジコシボウシャスウ		自殺者数 ジサツシャスウ

		1990年 ネン		11227		20088

		1995年 ネン		10684		21420

		2000年 ネン		9073		30251

		2005年 ネン		6937		32552

		2010年 ネン		4948		31690

		2015年 ネン		4117		24025

		2020年 ネン		2839		21081






_1735546112.xls
Graph1

		1982年		1982年

		1983年		1983年

		1984年		1984年

		1985年		1985年

		1986年		1986年

		1987年		1987年

		1988年		1988年

		1989年		1989年

		1990年		1990年

		1991年		1991年

		1992年		1992年

		1993年		1993年

		1994年		1994年

		1995年		1995年

		1996年		1996年

		1997年		1997年

		1998年		1998年

		1999年		1999年

		2000年		2000年

		2001年		2001年

		2002年		2002年

		2003年		2003年

		2004年		2004年

		2005年		2005年

		2006年		2006年

		2007年		2007年

		2008年		2008年

		2009年		2009年

		2010年		2010年

		2011年		2011年

		2012年		2012年

		2013年		2013年

		2014年		2014年

		2015年		2015年

		2016年		2016年

		2017年		2017年

		2018年		2018年

		2019年		2019年

		2020年		2020年

		2021年		2021年



CD

アナログレコード

音楽ソフト種類別生産金額推移
　　　　　　　（単位：百万円）　
日本レコード協会のデータをもとに
筆者作成

155292

152682

14439

146570

47931

130246

97912

103305

139016

69933

205248

33206

286761

7142

323349

1855

399796

1484

438531

1853

480464

1522

492241

1081

551169

881

562582

1312

567078

1236

587878

1484

551296

3575

523879

2069

489578

1351

431806

782

387988

676

368611

520

359800

406

344518

337

327174

563

291265

352

245971

190

222034

170

208500

336

224631

673

196186

408

184088

678

180110

1175

174873

1455

170654

1916

154199

2077

149548

2146

126938

2117

123255

3900



Sheet1

		

												1982年 ネン		1983年 ネン		1984年 ネン		1985年 ネン		1986年 ネン		1987年 ネン		1988年 ネン		1989年 ネン		1990年 ネン		1991年 ネン		1992年 ネン		1993年 ネン		1994年 ネン		1995年 ネン		1996年 ネン		1997年 ネン		1998年 ネン		1999年 ネン		2000年 ネン		2001年 ネン		2002年 ネン		2003年 ネン		2004年 ネン		2005年 ネン		2006年 ネン		2007年 ネン		2008年 ネン		2009年 ネン		2010年 ネン		2011年 ネン		2012年 ネン		2013年 ネン		2014年 ネン		2015年 ネン		2016年 ネン		2017年 ネン		2018年 ネン		2019年 ネン		2020年 ネン		2021年 ネン

										CD						14,439		47,931		97,912		139,016		205,248		286,761		323,349		399,796		438,531		480,464		492,241		551,169		562,582		567,078		587,878		551,296		523,879		489,578		431,806		387,988		368,611		359,800		344,518		327,174		291,265		245,971		222,034		208,500		224,631		196,186		184,088		180,110		174,873		170,654		154,199		149,548		126,938		123,255

										アナログレコード		155,292		152,682		146,570		130,246		103,305		69,933		33,206		7,142		1,855		1,484		1,853		1,522		1,081		881		1,312		1,236		1,484		3,575		2,069		1,351		782		676		520		406		337		563		352		190		170		336		673		408		678		1,175		1,455		1,916		2,077		2,146		2,117		3,900





Sheet1

		



CD

アナログレコード

音楽ソフト種類別生産金額推移（単位：百万円）　
日本レコード協会のデータをもとに筆者作成



		



CD

アナログレコード

音楽ソフト種類別生産金額推移（単位：百万円）
日本レコード協会のデータをもとに筆者作成




